
 

 

 

 

 

 

平成 29年 6月 2日 

上越市ガス水道局 

 

 上越市ガス水道局は、「原料費調整制度」に基づいて平成２９年７月検針分に適用される単位料金

を平成２９年６月検針分に比べ１ｍ３当たり０．４８円（税込）上方に調整させていただきます。 

 月間のガスご使用量が３９ｍ３のご家庭では、平成２９年６月検針分と比べて、１か月当たり１９

円（税込）の引上げとなります。 

 

 今回のガス料金の調整は平成２９年２月～平成２９年４月のＬＮＧ平均価格及びＬＰＧ平均価格

（貿易統計値）により算定された平均原料価格が、前期（平成２９年１月～平成２９年３月）より上

がったことによるものです。 

 

 

 また、平成２９年７月検針分に適用する料金につきましては、広報上越６月１５日号での記事掲載、

ガス水道局本局及び営業所の窓口での掲示、検針時に各戸にお届けする「ガス水道使用量のお知らせ

（検針票）」等でお知らせいたします。 

 

以上 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

原料費調整制度に基づく 

平成２９年 7月のガス料金について 

＜お問い合わせ先＞ 

上越市ガス水道局 総務課料金出納係 

TEL 025-522-5518 



＜別紙＞ 

 

 

 

● 供給約款料金（各月のご使用量に応じてＡ・Ｂ・Ｃいずれかの料金表が適用されます） 

   平成２９年６月に適用する調整単位料金と比較した場合１ｍ３当たり０．４８円（税込）の 

引上げとなります。 

なお、基準単位料金に対しては９．９９円（税込）上方調整して料金を算定します。 

   また、基本料金は変わりません。 

区 分 料金表Ａ 料金表Ｂ 料金表Ｃ 

月間使用量 ０～２５ｍ３ ２６～２５０ｍ３ ２５１ｍ３～ 

基本料金 

（円／月） 
３６７．２０ ４１０．４０ ６２６．４０ 

調整単位料金 

７月 

（円／ｍ３） 

１１７．５７ １１５．８４ １１４．９７ 

調整単位料金 

（参考）６月 

（円／ｍ３） 

１１７．０９ １１５．３６ １１４．４９ 

 

【ガス料金の計算式】 

 １か月のガス料金 ＝ 基本料金 ＋ ガス使用量 × 基準単位料金（原料費調整制度に基づく

単位料金の調整を行う場合は、その調整単位料金） 

 （上記計算の結果、１円未満の端数が生じた場合は端数を切り捨てます） 

 

 

 

 

 

１か月の 

ご使用量 

平成２９年７月 

適用料金 

平成２９年６月 

適用料金 
増減額 増減率 

３９ｍ３ ４，９２８円／月 ４，９０９円／月 １９円／月 ０．３８％ 

※ 当市におけるご家庭１件、一ヵ月当たり平均使用量３９ｍ３（４５．０メガジュール／ｍ３）に基

づいて算出しています。 

 

 

 

 

料 金 表 （平成２９年７月） 

標 準 家 庭 に お け る 影 響 



 

 

 

 
平成２９年２月～平成２９年４月 

（７月検針分に適用） 

平成２９年１月～平成２９年３月 

（６月検針分に適用） 

平均原料価格※１ ４７，６２０円／㌧ ４７，０２０円／㌧ 

 

基準平均原料価格※２ ３５，０９０円／㌧ 

※１ 平均原料価格＝ＬＮＧ平均価格×０．９７７１＋ＬＰＧ平均価格×０．０４７４ 

※２ 基準平均原料価格は、料金改定時に設定（平成２８年６月から８月までのＬＮＧ平均価格３４，１２０円× 

０．９７７１＋平成２８年６月から８月までのＬＰＧ平均価格３６，９７０円×０．０４７４） 

◆ 平均原料価格の算定 

ＬＮＧ平均原料価格＝ＬＮＧ平均価格（平成 29年 2月～平成 29月 4月貿易統計値）×0.9771 

         ＝４６，０００円／㌧×０．９７７１ 

         ＝４４，９４６．６００円／㌧ 

ＬＰＧ平均原料価格＝ＬＰＧ平均価格（平成 29年 2月～平成 29月 4月貿易統計値）×0.0474 

         ＝５６，４７０円／㌧×０．０４７４ 

         ＝２，６７６．６７８円／㌧ 

平均原料価格＝ＬＮＧ平均原料価格＋ＬＰＧ平均原料価格 

         ＝４４，９４６．６００円／㌧＋２，６７６．６７８円／㌧ 

         ＝４７，６２３．２７８円／㌧ 

           ↓ （10円未満四捨五入） 

＝４７，６２０円／㌧ 

◆ 原料価格変動額の算定 

原料価格変動額＝平均原料価格－基準平均原料価格 

         ＝４７，６２０円／㌧－３５，０９０円／㌧ 

         ＝１２，５３０円／㌧ 

            ↓ （100円未満切捨て） 

         ＝１２，５００円／㌧ 

◆ 調整単位料金（１ｍ３あたり）の算定（一般契約Ｂ区分の場合） 

調整単位料金＝基準単位料金＋０．０７４円×原料価格変動額／１００円×１．０８ 

         ＝１０５．８５円＋０．０７４円×１２，５００円／１００円×１．０８ 

         ＝１０５．８５円＋９．９９０００円 

         ＝１１５．８４０００円 

           ↓ （小数点第３位以下切捨て） 

         ＝１１５．８４円 

※ 原料価格変動額１００円につき基準単位料金単価を１ｍ３当たり０．０７９９２円（０．０７４

円に１．０８を乗じた値）調整します。 

上記計算の結果、基準単位料金単価に対し、１ｍ３当たり９．９９円（税込）上方調整します。 

平均原料価格と調整単位料金の算定について 


